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研究成果の概要（和文）：半導体レーザーにおける日米の研究ネットワークとイノベーションの

関係の比較分析をインタビュー調査と特許・論文の分析に基づいて行った。アメリカはネット

ワークが大きく発展し、イノベーションはネットワークから生み出されていた一方で、日本の

ネットワークは小さく、イノベーションへの寄与も大きくなかったことが分かった。研究ネッ

トワークの存在は企業のニッチ市場の開拓を促進する一方で、研究ネットワークの未熟な発達

は要素技術のイノベーションを促進していたことが明らかになった。 
 
研究成果の概要（英文）：This project explored the relationship between research networks 
and innovations in the U.S. and Japan in the field of laser diodes based on patent and 
bibliographic analysis and interviews. It observed that the research networks highly 
developed in the U.S. and many of the technological innovations were developed through 
the networks. The networks were very sporadic and not developed in Japan. R&D targets 
were channeled into small and niche markets in the U.S. through the well-developed 
research networks, but were concentrated into the same markets in Japan. The 
concentrated R&D targets promoted the development of basic technologies. 
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１．研究開始当初の背景 
 研究開始当初、外部にある経営資源の活
用の重要性が経営学において指摘されてい
た。そこでは、イノベーションを生み出す
ためには、外部の経営資源を活用するため
のネットワークが重要な役割を担うと考え
られていた。その中でも、サイエンス型産

業において製品開発に大きな影響を与える
ネットワークとして、研究者の間のネット
ワークが注目されていた。そこでは、ネッ
トワークの大きさやネットワーク上の位置
関係がどのように科学的なブレークスルー
に結び付いているのかが盛んに研究されて
いた。しかし、当時の研究のほとんどがア
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メリカの事例を分析したものであった。そ
のため、ネットワークとイノベーションの
分析にアメリカのネットワーク以外の制度
の影響がでてしまう可能性があった。また、
日本でのネットワークとイノベーションの
間を分析する研究は少ないだけでなく、国
際比較を行う研究はなされていなかった。
また、ネットワークについての分析の多く
が、量的な調査であるのと同時に、時系列
の分析は少なかった。さらに、質的な調査
はまだ多くは行われていないという状況で
あった。 
 
２．研究の目的 
そのため、本研究では、半導体レー

ザー技術開発における日米のエンジ
ニアの研究ネットワークとイノベー
ションの関係を歴史的に量的、質的、
双方から分析した。特に、ネットワー
クの性質は時とともに変化するとか
んがえられるため、1960年代から2000
年代までの歴史的な流れに留意して
分析を行うことも目的とした。 
本研究は日米におけるネットワーク

形成とイノベーションや科学的ブレ
ークスルーの出現のパターンの違い
を明らかにすることによって、ネット
ワークとイノベーションの関係につ
いての理解をより深めることを目的
とした。さらに、「ネットワークがあ
れば科学的ブレークスルーやイノベ
ーションが促進される」という単純な
関係を想定せずに、ネットワークへの
参加者やブレークスルーやイノベー
ションの性質を理解することを目的
として分析を進めた。  
 
３．研究の方法 

ア メ リ カ の Applied Physics 
Letters に掲載された共著論文を 40
年 に わ た り 統 計 的 に 分 析 し た 。
Applied Physic Letters はアメリカの
物理学会が発行する速報性の高い学
術雑誌である。半導体レーザーの研究
における世界でのトップジャーナル
である。この雑誌に掲載された論文を
基に、組織間の共著論文と論文の引用
数を用い、ネットワークの中心性とブ
レークスルーの関係を日米で比較し
た。さらに、アメリカの特許庁のデー
タを使い、半導体レーザーの技術分野
で日米のどの組織からいつ特許がだ
されているのかについての分析を行
った。 

また、この論文と特許の量的データ
によるネットワークとブレークスル
ーの関係をより綿密に分析するため

に、重要な論文を生み出していた日米
の研究者に対して半構造的なインタ
ビューによる質的な分析を行った。
2011 年度までに 80 件を超えるインタ
ビュー調査を行った。 
 
４．研究成果 

半導体レーザーにおける日米の研究ネッ
トワークとイノベーションの関係の比較分
析を行った。その結果、アメリカはネット
ワークが大きく発展し、イノベーションは
ネットワークから生み出されていた一方で、
日本のネットワークは小さく、イノベーシ
ョンへの寄与も大きくなかったことが分か
った。アメリカでネットワークが大きく発
達するのは、1970 年代後半からであった。 

また、1980 年代以降、重要な技術的なイ
ノベーションは日本から生み出されていた
ことも明らかになった。研究者ネットワー
クが広範に広がったアメリカと、それがな
かった日本ではイノベーションが生み出さ
れる分野に変化が見られた。研究ネットワ
ークの存在は企業のニッチ市場の開拓を促
進する一方で、研究ネットワークの未熟な
発達は要素技術のイノベーションを促進し
ていたことが明らかになった。これらの研
究成果をまとめたものは、Australian 
Economic History Review, Business 
History(2011)に掲載されている。  

上記は本研究が当初研究課題としたもの
に対する成果であるが、本研究は主にイン
タビューの過程において、当初想定してい
なかった課題についても課題を発見し、分
析を進めた。以下は、それらについての成
果である。 

インタビュー調査の結果、日本の半導体
レーザーの研究水準が向上した 1970 年代
中頃から、研究者のコミュニティでのやり
とりの質が変化してきたことも明らかにな
った。より具体的には、研究開発における
インフォーマルなやりとりがなされるよう
になり、そこで論文などでは掲載されるこ
とが少ないネガティブデータについてのや
りとりが行われるようになった。アメリカ
のベル研究所で大きな研究成果を挙げた研
究者の林厳雄が帰国し、日本の研究コミュ
ニティを変革する活動を行なっており、こ
の活動がコミュニティの質的な変化に大き
く貢献した。これは、『一橋ビジネスレビュ
ー』に論文として掲載されている。 

さらに、インタビューの過程において、
世界の半導体レーザーの博士論文のリスト
を入手した。このデータを用いて、日本の
課程博士と論文博士の 2種類の博士が企業
の研究開発において果たした役割を分析し
た。その結果、論文博士が企業の研究開発
において、外部の知識を吸収し、内部の研



 

 

究開発を活性化させる機能を果たしていた
ことが分かった。この研究は Prometheus
（2011）に掲載された。 
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